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本プロジェクトは愛称を“Ubila”と命名しました

詳細はhttp://www.ubila.orgをご覧ください
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Ubilaプロジェクトの技術要素イメージ

お気に入りを薦めて
くれるわ

これは使いやす
いツールだ

何も考えなくても
すぐつながっちゃう

コンテンツが
サクサクとどくね



Ubilaプロジェクトのキーコンセプト

キーワード:”ユーザセントリック” ＆ “コンテキストアウェア”
ユビキタスネットワークの中で多くの機能が連携し、どこにいてもユーザに最適な

サービスを提供するための統合技術を検討。

コンテンツがサクサク届く：

システムが適応的にネットワーク/コンテンツ/ルーティング/アクセスを制

御。またこのためのネットワークの品質計測技術

なんでもつながる：

ユビキタスネットワークの自己組織化技術

お気に入りを薦めてくれる：

コンテキストを生成・収集・分析しこれをベースにユーザにサービス/コン

テンツを適応的に提供するメカニズムの開発

使いやすいツール：

オープンプラットフォームによるユーザへのユビキタス環境提供技術



オープンプラットフォーム実空間実空間

プロファイルプロファイルプロファイル 感性情報感性情報感性情報 ポリシーポリシーポリシー SLASLASLA

サービス提供サービス提供

ユビキタスネットワーク制御・管理の全体イメージユビキタスネットワーク制御・管理のユビキタスネットワーク制御・管理の全体全体イメージイメージ
実空間実空間
モデリングモデリング&&
コンテキスト抽出コンテキスト抽出

アクセスNW適応選択アクセスアクセスNWNW適応選択適応選択

ユビキタス
ネットワーク

ＮＷ計測ＮＷ計測ＮＷ計測

NWNW自己組織化自己組織化

経路制御経路制御 最適最適
資源割当資源割当

アクセスネットワーク
アクセスネットワーク

フィードバックフィードバック

センサ

アクチュエータ

SLA:Service Level Agreement

コンテキストコンテキスト

サービス制御
NW制御



各課題と担当機関

ア）ネットワーク計測技術 （九工大、KDDI研）

イ）ネットワーク自己組織化技術（KDDI研)
ウ）ネットワークサービス制御技術（NEC)
エ）ネットワーク経路制御技術(富士通、九工大）

オ）アクセスオープンプラットフォーム技術
(東大、慶応大、KDDI)

カ）プロファイル流通／最適生成技術（KDDI)
キ）適応的サービス制御技術（富士通）



コンテンツがサクサク届く



（富士通、九工大）ネットワーク経路制御技術

1. SLA情報に基づくエンドツーエンド経路制御

2. アプリケーションの要求に基づく経路制御技術

3. ネットワーク利用状況に基づく経路制御技術

4. 新たな経路制御技術応用

状況に応じてシームレスかつ安定的に多様なサービスを提供

ベストエフォート
(BE)トラヒック

QoS保証トラヒック

モバイル端末
(ストリーミング)

経路制御
サーバ

経路制御サーバ

モバイル端末
(Webブラウズ）

ストリーミング
サーバ

Webサーバ

• 資源状態のDB化
• 要求品質分析
• 最適経路＆サーバ検索
• 動的負荷分散
• 運用ポリシー

• 資源状態のDB化
• 要求品質分析
• 最適経路＆サーバ検索
• 動的負荷分散
• 運用ポリシー

• 端末位置管理
• アクセスネットワーク属性管理
• 最適ネットワーク選択
• 最適経路切替制御選択

• 端末位置管理
• アクセスネットワーク属性管理
• 最適ネットワーク選択
• 最適経路切替制御選択

PHS/無線LAN

４G/アドホック

低ロス切替低ロス切替

アダプティブ
経路切替

アダプティブ
経路切替

サービス
品質保証
サービス
品質保証

経路制御
サーバ

ＩＰコア

動的負荷分散動的負荷分散

低遅延切替低遅延切替



（NEC）ネットワークサービス制御技術
-データ流通サービス制御

イーサネットフレーム

検索
ｴﾝｼﾞﾝ

管理PC
検索ｴﾝｼﾞﾝ・
ﾓｼﾞｭｰﾙ

管理
DB

認証ﾓｼﾞｭｰﾙｱﾄﾞﾚｽ解決
ﾓｼﾞｭｰﾙ

ｺﾝﾃｷｽﾄｻｰﾊﾞ

ｺﾝﾃｷｽﾄｱｳｪｱﾈｯﾄﾜｰｸ制御

データ高速流通

資源情報通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

大容量アドレス検索

拡張ｽﾊﾟﾆﾝｸﾞﾂﾘｰ経路制御

拡張DNS

拡張VLANﾀｸﾞ

ｺﾝﾃｷｽﾄ収集

変換規則

ｺﾝﾃｷｽﾄ
蓄積

通知規則

ｺﾝﾃｷｽﾄ
取得

利用者属性

ﾘｸｴｽﾄ誘導に
基づく経路制御

NW・サーバ資源の状況適応型のｻｰﾋﾞｽ誘導制御



（九工大、KDDI研）ネットワーク計測技術

極めて多数の点で
各種特性を常時計測

多量の計測データを
収集，統合，解析

間接的・部分的計測
から各種特性を推定

計測センサー技術 ＮＷ特性推定技術

目標：１００万台規模のセンサの分散協調による品質・状態計測

課題：大規模ネットワーク上のスケーラブルな品質・状態計測を実施

バックボーン網

アクセス網

バックボーン
計測サーバ

ユビキタス網

アクセス網
計測サーバ

計測センサー
経路情報
サーバ

アクセス網

アクセス網

アクセス網

ユビキタス網

ユビキタス網

ユビキタス網

計測センサー

分散協調

プロトコル解析

分散協調

アクセス網
計測サーバ



すぐつながる



（KDDI研）ネットワーク自己組織化技術

マニュアル読ん
でもわからない

！

私たちだけでは
もう

手におえない！

“だれが”、“いつ”、“どのよ
うなサービスを”、“どのくら
い”利用したか
(性能、障害、課金、SLA）

を自動管理

端末

ネットワーク

モバイルエージェント

センサ

PC無線LAN

携帯端末

（２）ネットワークサービス
自動管理技術

家電コンセントの抜き差しと同様
に、端末、ノード、ネットワークを
容易に追加、削除

（１）ネットワークサービス自動
構成技術



お気に入りを薦めてくれる



データ流通サービス制御

Web AP

（NEC）ネットワークサービス制御技術
- アクセス系サービス自律制御-

ポリシー制御管理技術

検索条件の重複縮退方式実現

自律的ｻｰﾋﾞｽ連携技術
ﾎﾟﾘｼ制御ﾒｯｾｰｼﾞﾙｰﾀ

ｻｰﾋﾞｽ連携

ﾎﾟﾘｼｴﾝｼﾞﾝによる連携規則処理

ﾒｯｾｰｼﾞﾙｰﾀ

Web AP

網資源連携
最適ﾐﾗｰﾘﾝｸﾞ

連携ﾌﾟﾛﾄｺﾙ処理

ﾎﾟﾘｼｴﾝｼﾞﾝ

連携規則

ユビキタスデータ制御技術

ｱｸｾｽ状況に応じてｺﾝﾃﾝﾂを配
置する自律ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを設計

大規模CDN基盤

ポリシーエンジンを用い、サービスを連携させるとともに、配信コンテンツを最適に制御



RFIDRFID

共用PC 共用PC

自動ログ
アウト 自動ログイン

指紋認証指紋認証

RFIDRFID

移動にともなう、各種コンテ
キストの変化を収集・登録

移動にともなう、各種コンテ
キストの変化を収集・登録

ユビキタス端末
（コンテキスト収集、
セキュリティ機能等）

アプリケーションコ
ンテキスト復元

アプリケーションコ
ンテキスト復元

位置情報等のネット
ワークコンテキスト
位置情報等のネット
ワークコンテキスト

個人プロ個人プロ
ファイルファイル

ネットワーク
コンテキスト

制御運用機構
アプリケーション

コンテキスト運用機構

ネットワーク
コンテキスト

運用サブシステム

サービスリソース
管理サブシステム

セキュリ
ティGW

ユビキタスサービス提供
ネットワーク基盤

コンテキストの
改ざん、詐称、
漏洩等を防止

コンテキストの
改ざん、詐称、
漏洩等を防止

移動先で同一
利用環境再現

（富士通）適応的サービス制御技術

ネットワークコンテキストやアプリケーションコンテキストを収集／管理

コンテキストに応じて、ユーザが移動した先々で、固定端末や携帯端末を通
じて、ユーザごとにカスタマイズされた最適なサービスを素早くかつ安全に
提供

アプリケーションコ
ンテキスト保存

アプリケーションコ
ンテキスト保存



その人に“ぴったりな”サービス・コンテンツを提供するサービス基盤
＊携帯電話をはじめとする情報機器からユーザ状況・活動を取得します。
＊複数ソースからの情報を統合し、“その時々の状況”、“活動履歴”としてまとめます。
＊これらの情報を活用して、ユーザにぴったりなサービスを提供します。

ユーザ状況・活動の取得

アグリゲータ

Σ
サービス
提供者

・ユーザが開示した情報に基づいた・ユーザが開示した情報に基づいた
“ぴったりな”サービスを提供します。“ぴったりな”サービスを提供します。

必要に応じた情報開示

ユーザによる簡便な設定で、ユーザによる簡便な設定で、
情報流通を制御します。情報流通を制御します。

プロファイル管理

“ぴったりな”
サービスの提供

複数の情報源から収集した
ユーザの状況・活動情報を

一元的に管理します。

屋外位置、
時間

ユーザの活動

屋内位置

ユーザ

情報支援
サーバ

情報アクセス

写真＆メモ
携帯で決済

実空間

ユーザの活動とその関連情報を取得

センサやセンサやRFIDRFIDから得られるから得られる情報をも情報をも
とにとにユーザ状況・活動を取得します。ユーザ状況・活動を取得します。
またまた意味的に関連性のある意味的に関連性のある
情報を情報をNWNWから取得し関連付けますから取得し関連付けます

活動活動履歴を履歴をライフログとして自動でライフログとして自動で
ブログ化し、自分の履歴からユーザブログ化し、自分の履歴からユーザ
の知りたい情報を簡易に表示しますの知りたい情報を簡易に表示します。。

プロファイルの可視化

NW

（KDDI）プロファイル流通・最適生成技術



使いやすいツール



(東京大学) アクセスオープンプラットフォーム技術

オープンハードウェ
アモジュールと実空
間モデル構築に関す
る実証実験Middleware

ApplicationApplicationApplicationApplication
ApplicationApplicationApplicationApplication

ApplicationApplicationApplicationApplication
ApplicationApplicationApplicationApplication

アプリケーションから
実世界へのアクセス技術

Real to 
Virtual

Virtual to
Real

スマート
マテリアル

センサ・
アクチュエータ

微弱無線
モジュール

オープンハード
ウェアモジュール
テストベッド構築

オープンハード
ウェアモジュール

実空間モデル構築
技術

実世界情報の記述・
保持方式の研究開発

屋内生活環境 屋外公共環境 自然環境



（慶應義塾大学）アクセスオープンプラットフォーム技術

ユビキタスサービスプラットフォーム

ユビキタスサービスミドルウエア

ユビキタスモバイルプラットフォーム

実空間指向サービス技術およびオープンハードウエアアプライアンスの設計なら

びにプロトタイプを作成

空間に配置するだけでユビキタス
ネットワークを創出

プラットフォーム同士を動的に接
続して基盤環境を構成

サービスプラットフォームを介して
ユビキタスネットワークへアクセス



Ubila内連携プロジェクトについて



Ubila内連携概要

「十人十色を実現する“小粋な”ネットワーク・サービス」を実証

u-Context: 状況に合わせて、あなただけのサービスを実現

u-Network: ユビキタス時代を支える高機能なネットワークを提供

u-Interaction:あなたの状況を理解し，サービスを提供する知的空間を構築

「十人十色を実現する“小粋な”ネットワーク・サービス」を実証

u-Context: 状況に合わせて、あなただけのサービスを実現

u-Network: ユビキタス時代を支える高機能なネットワークを提供

u-Interaction:あなたの状況を理解し，サービスを提供する知的空間を構築

センサ

アクチュエータ

ユビキタス
ネットワーク

uu--ContextContext

uu--InteractionInteraction uu--NetworkNetwork
東大:アクセスオープンプラットフォーム
慶大: u-Texture

T1: 位置情報に基づく動的網選択
T2: 直感操作ネットワーク
T5: ネットワーク計測・経路制御

九工大:感性情報を考慮した資源利用
T3:プライバシに配慮した情報利用
T7: ホームナビゲータ

T6: センサデータ収集機構

•あなたの気持ちを理解
•あなたのプライバシを保護
•あなたにふさわしいサービスを推奨

あなただけのサービス

高機能なネットワーク

•どこにいってもネットワークにアクセス
•コミュニティの秘密の漏洩を防止
•高品質な通信を実現
•センサーを簡単に設置

快適なサービス

•センサネットでまわりの状況を把握
•自律的に機能を変化させる情報機器群

人に優しい情報サービス



連携システム一覧

ネットワークのユーザ一人一人の満足度向上を目指し、これまでネットワークが
管理してきた通信の品質の中で、ユーザによって好みが分かれる部分について、
ユーザの要求を解釈して資源を制御する

九工大感性情報を考慮した資
源利用

T10

組立てられた形状に対応して全体の形状と個々の位置と傾きを認識し、

自己組織化するユニバーサルパネル

慶大u-Texture ⅢT9

ユーザの生活空間の情報を取得するための情報基盤である小型無線センサ、
高速サービス発見チップ、およびそれらの応用ソフトウェアを展示

東大アクセスオープンプラット
フォーム

T8

学習機構とポリシ制御機構を連携させることで、ユーザの行動を予測するインテ
リジェントリモコンを実現。

東大
NEC

ホームナビゲータT7

アドホックネットワーク技術により、省電力センサーノードを配備することで、容易
にセンサーネットワークを実現。

東大
KDDI研

センサデータ収集機構T6

ネットワークの状況に応じた最適パスをユーザ毎に提供可能な計測・制御を統
合したプラットホームを実現。

九工大
KDDI研
富士通

ネットワーク計測・経路
制御

T5

通知型ユーザ情報活用基盤と蓄積型ユーザ情報活用基盤における各サーバを
安全に連携させ、各基盤が持つ機能を融合したプライバシ保護基盤を実現。

KDDI
富士通
NEC

プライバシに配慮した情
報利用

T3

家電機器やPCをカメラで撮影するだけで、機器同士を簡単にネットワーク接続慶大

NEC
直感操作ネットワークT2

絶えず移動するユーザの物理的な位置を把握し、そこで利用可能なネットワーク
や情報端末を動的に選択しながら、屋内外を問わず目的地までクオリティの高
いナビゲーションを実現。

慶大
富士通

位置情報に基づく動的
網選択

T1

説明関連組織タイトル

T4は欠番



Ｔ１：位置情報に基づく動的網選択

Ｔ２：直感操作ネットワーク

Ｔ３：プライバシに配慮した情報利用

Ｔ５：ネットワーク計測・制御技術

Ｔ6：センサデータ収集機構

Ｔ7：ホームナビゲータ

T4は欠番連携の体制

Ｔ9：u-Texture

Ｔ8：アクセスオープンプラットフォーム

Ｔ10：感性情報を考慮した資源利用



絶えず移動するユーザの物理的な位置を把握し、

そこで利用可能なネットワークや情報端末を動

的に選択しながら、屋内外を問わず目的地まで

クオリティの高いナビゲーションを実現します。

a. 目的地周辺エリアでは、広域アクセス網を用

い、地図情報により目的地へ誘導します。

b. 目的地（敷地内）では、広域アクセス網とホッ

トスポットの両方を用いて敷地内の情報を映

像とともに案内します。

c. 建物の前や建物内では、更に有線ネット

ワークを用いて高品質な映像で詳しい説明

を行います。携帯端末だけでなくユーザ周辺

の公共端末にも情報を表示します。

T1:位置情報に応じたシームレスなアクセス網の選択技術

概要概要

特徴特徴

動画配信サーバ
位置情報サーバ

(uGuidance)

広域アクセス網
ホットスポット

大型
公共端末

(Mo@i)

移動管理
サーバ
(AoRM)

移動 移動携帯端末

目的地（敷地内)
目的地周辺

目的地(建物内)

a b c



T2:直感操作ネットワーク
ｶﾒﾗをUIとする直感的操作によりﾈｯﾄﾜｰｸ環境の容易なｶｽﾀﾏｲｽﾞを実現します。

1. ﾈｯﾄﾜｰｸ接続させたい機器を慶應大学で開発したu-Photoカメラで撮影

2. NECが開発したP2P-CUGｼｽﾃﾑがﾈｯﾄﾜｰｸの構築、撮影機器の接続を自動的に実行

ﾘﾓｰﾄｱｸｾｽや仮想網構築に従来必要だった複雑設定を一切排除します。ﾘﾓｰﾄｱｸｾｽや仮想網構築に従来必要だった複雑設定を一切排除します。

撮影

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｶﾌｪ外出ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸ

宅内DVDﾚｺｰﾀﾞ内ｺﾝﾃﾝﾂ鑑賞

宅内PC内ﾌｧｲﾙ閲覧
仮想ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸ

撮影
ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀネットワーク

ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸ

仮想ｻﾎﾟｰﾄﾈｯﾄﾜｰｸ

ﾕｰｽｹｰｽ

故障機器

ｼｽﾃﾑ構成

ﾘﾓｰﾄ保守

操作対象機器が
ｻﾎﾟｰﾄﾈｯﾄﾜｰｸに一時的に接続

外出先端末が
ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸに自動接続

u-Photo
カメラ

①撮影

②機器情報取得

u-Photoｻｰﾊﾞ

③撮影機器のﾈｯﾄﾜｰｸ接続を要求

④認証(u-Photoｶﾒﾗの制御権限ﾁｪｯｸ)

⑤ﾈｯﾄﾜｰｸ接続指示⑤ﾈｯﾄﾜｰｸ接続指示

⑥ﾄﾝﾈﾙ形成(ﾈｯﾄﾜｰｸ接続)

CUGﾏﾈｰｼﾞｬ

簡易ﾘﾓｰﾄｱｸｾｽ 簡易ﾘﾓｰﾄ保守

uu--PhotoPhotoｶﾒﾗが撮影機器のｶﾒﾗが撮影機器のVisualMakerVisualMakerからから
自動的に機器のメタ情報を認識します。自動的に機器のメタ情報を認識します。

u-Photo搭載ネットークカメラ u-Photo搭載ネットークカメラ

P2PP2P--CUGCUGｼｽﾃﾑが撮影機器、参加ﾈｯﾄﾜｰｼｽﾃﾑが撮影機器、参加ﾈｯﾄﾜｰ
ｸに対するｸに対するuu--PhotoPhotoｶﾒﾗの権限ﾁｪｯｸを行ｶﾒﾗの権限ﾁｪｯｸを行
うことにより、ｾｷｭﾘﾃｨを確保します。うことにより、ｾｷｭﾘﾃｨを確保します。



T3:プライバシに配慮した情報利用

ユビキタスサービスの展開では、ユーザがいつでも便利なサービスを安心して受
けられるようにしなければなりません。このため、サービスを受けるために必要な
プライバシを含むユーザ情報を保護する技術を開発します。

目的

情報：XYZ

id ：A

情報：X

id ：A

情報：X

id ：B

情報：ZYX

id ：A

情報：ZYX

id ：B
アプリ

サーバ２

ID変換
GW技術

アクセス
制御技術

ユーザ情報
管理サーバ

情報漏洩時
個人情報の

関連付けを阻止

ユーザAの
情報XYZを提供

情報を元に対応するユーザに
サービスを提供

管理サーバ、アプリサーバ１向けid:Aと
アプリサーバ２向けid:Bを持つ

コンテキスト
フィルタリング技術

情報：XYZ

id ：A

情報：XYZ

id ：A

情報：X

id ：A

情報：XYZ

id ：A

状況(宛先等)に
応じて情報を変換

設定したポリシーによ
り情報開示可否を判断

アプリ
サーバ１

情報：X

id ：A

情報：X’

id     ：A

情報：X’

id ：A



ネットワークの利用が増大し多様化するユビキタス時代を支えるために、簡単に拡張でき、かつ高品質な
通信サービスの実現を可能とするネットワーク計測・制御プラットフォームを開発しています。

a. 計測技術により、管理制御していないドメインの状態を推定します

b. 経路制御技術により、ネットワークの状態に応じた経路選択を動的に行い複数のドメインにわたっ

て高品質な通信を実現します

c. 自動構成技術により、簡単にネットワークを変更、拡張できます

マルチドメインで最
適な経路選択 (b)

管理制御している
ドメイン

混雑経路変更

アプリケーション
サーバなど

管理制御していない
ドメイン

簡単に拡
張可能 (c)

計測センサの情報
から混雑を推定 (a)

計測セン
サ

ユーザ

T5:ネットワーク計測・制御プラットフォーム



T6:センサデータ収集機構

小型センサによるネットワーク自動構成とデータ収集を実現

メール

他システム
(ホームナビゲーター)

センシングデータ
保管サーバ

小型センサノード

Webブラウザ

携帯電話 インターネット

ホームナビゲーター 等

にデータ提供

ネットワークを自動構成し、
データを集約しながら収集

センサネットワーク

概要

ソフトウェアとハードウェアに関する
研究成果が連携することで実現

ソフトウェア
KDDI 研究所が開発したセンサネットワーク

のためのデータ収集ソフトウェア

ハードウェア
東京大学が開発した小型のセンサノードと
その開発環境pavenetを利用

デモ概要
センサノードから収集したセンサデータをユー
ザのPCで 閲覧したり携帯電話に通知したりす
る様子をデモでご覧いただく予定

ソフトウェア

ハードウェア



ソフトウェアの特徴
◆ センサ間で無線の送信電力を調整して、省電力なネットワークトポロジを自動構成

◆ センサネットワークから定期的にセンシングデータを収集

◆ 取得したセンシングデータの、グラフ表示や携帯端末への通知

T6:センサデータ収集ソフトウェア

センサネットワーク

センサノード

オペレータやユーザ

インターネット

91%

91%97%

60% 95%

85%
98%

98%

92%
40%

93%
96%

85%

60%

35%
45%

40% 99%

97%

99%
89%

90%

60%
91%

41%

95%96%

91%

42%

91%

20%

19%

99%

91%

センサノードの接続関係や電力残量を示す地図

携帯端末

通知

センシングデータ
保管サーバ

定期通知

“室温異常、電力低下・・・”

シンク

ソフトウェア



T6:センサネットワークプラットフォーム

センサノード
基盤ソフトウェア

使用メモリ: RAM 1 KB ROM 24 KB
多様な無線通信プロトコルへの対応

ANSI C準拠コンパイラを使用

ハードリアルタイム処理

マルチスレッディング

メモリ保護機能付き仮想マシン

簡易ファイルシステム（ROMを利用）

デバッグ・開発ツール20 MHz動作速度

64 KBROM

4 KBRAM

PIC18LF4620CPU

1～10 m通信距離

FSK変調方式

4800 bps～75.4 kbps通信速度

315 MHz周波数

CC1000RF

3 μA（周辺装置無し）消費電力（スリープ時）

12 mA（周辺装置有り）消費電力（アクティブ時）

300 mAhバッテリ容量

リチウムイオンバッテリ電源

照度センサ

赤外線センサ

温湿度センサ

3軸加速度センサ

8KB EEPROM

リアルタイムクロック周辺装置

35 mm × 30 mmサイズ

PIC18LF4620

ハードリアルタイムタスクスケジューラ

無線通信ライブラリ

アプリケーションライブラリ

CC1000

デバイスドライバ

デ
バ

ッ
グ

・
開

発
ツ

ー
ル

ハードウェア



ポリシによる禁止行為確認

T7:ホームナビゲータ

【課題】

家の中に多数の家電機器が
存在し、操作が面倒に。

【アプローチ】

Synapse: ユーザの操作履
歴・実空間情報を学習するこ
とで、次の操作を予測・推薦

ポリシエンジン：センサ情報を
みて、危険な操作を禁止。
ユーザは安心して推薦に従う
ことができる。

あなたにふさわしいサービスを推薦 実空間情報
・操作履歴

センサ
・電力の計測
・人感センサ
・etc

SynapseSynapse
ポリシポリシ
エンジンエンジン

電気容量が超えそう
⇒ 新たな機器を稼動させない。

お客様がいらっしゃる
⇒ テレビはつけない。

ポリシ

次の操作

選択

ホームホーム
ナビゲータナビゲータ

お客様が居るときは、テレビは禁止。アニメチャネルをつける。子供がリビングに入る。シナリオ2

使用電力が過剰 (ブレーカ落ち防止のため)の場

合、新たな電気機器の稼動は禁止。
ニュースチャネルをつける。お父さんがリビングに入る。シナリオ1

禁止条件推薦実空間情報

Synapseによる推薦

推薦推薦推薦 禁止禁止禁止



T8:アクセスオープンプラットフォーム

東京大学は「仮想空間と実空間の融合」をキーワードとして、小型無線センサや
高速サービス発見技術、知的空間構築素材など、ユーザを取り巻く実世界の状
況や構成に関する情報を取得するための技術を開発しています

Solar Biscuit ANTH その他のデバイス

Media Access Control 層

各デバイスが連携した
高度なアプリケーショ

ン

Network 層
Application 層

PAVENET

位置・方向検出機能を備えた
磁気通信モジュール

バッテリレス無線センサ サービス発見技術

センサネット開発環境
実空間プログラミング

展示内容

実空間



T9：u-Texture III

ユビキタスサービスを創造する自由に組み替え可能なユニバーサルパネル

慶應義塾大学 徳田研究室 http://www.ht.sfc.keio.ac.jp/u-texture/



デモシステム

T10: 感性情報を考慮した経路制御技術

シナリオ

ストリーミング・サーバ

エッジルータ

経路表Ａ

コアルータ

エッジルータ

安定志向のユーザ用 （常に中品質の通信）（a）

コアルータ

経路表Ｂ 冒険志向のユーザ用 （多くの時間を高品質、突発的に短時間低品質の通信）（b）

（a）
（b）

ストリーミング・クライアント

※ここに
小出先生の
ストリーミング
ＧＵＩの絵

安定志向を表現する通信品質の確率分布 冒険志向を表現する通信品質の確率分布

ネットワークが、動画ストリーミングユーザの要求を受け入れ、要求を解釈し、経路を選択する
(1) (2) (3)

(1) ユーザの要求の受け入れ

(2) 要求の解釈

(3) 経路の選択

安定志向ユーザ

冒険志向ユーザ

通信
品質

確率

低 中 高
通信
品質

確率

低 中 高

右の２つの通信品質のうち、どちらかを

選ばなくてはいけない状況で、

どちらを選びたいか → ユーザの要求

常に安定して中品質

（こちらを選ぶユーザ： 安定志向）

多くの時間を高品質、突発的に短い時間を低品質

（こちらを選ぶユーザ： 冒険志向）

通信品質に関する要求を、

ネットワークが扱えるように

数量的に表現 →

通信品質の確率分布で表現

通信
品質

頻度

低 中 高

各経路が経験する通信品質（度数分布で表現）と

ユーザが要求する通信品質（確率分布で表現）の

類似度（＝ユーザの要求を満たす度合い）を使って

経路を選択

類似度大
↓

安定志向のユーザに
適した経路

類似度小

ある経路が経験した通信品質の度数分布

トラフィック視覚化

トラフィック視覚化

九州工業大学ネットワークデザイン研究センター九州工業大学ネットワークデザイン研究センター



今後の展開

共同研究拠点の構築と他プロジェクトとの連携



統合された共同研究拠点のイメージ

Kokura

Yuurakucho

Akihabara

AIM

有楽町ビル
ダイビル

有楽町ビルでの実証実験

秋葉原地区での
実証実験

JGN２等
高速回線で
相互接続

JGN２研究拠点と
隣接させた相互
研究拠点の位置づけ

なお図の写真については、http://www.akiba-cross.jp, http://www.daibiru.co.jp http://office.mec.co.jp/m241/UsrBldg?bd=527, http://www.aim-kipro.co.jpから引用した



移動体網

無線LAN 固定網

ネット
ワーク

プラット
フォーム

センシング
デバイス

アプライ
アンス

ITS NW

GW

広域超高速ネットワーク
広域超高速ネットワーク

チップNWチップNW

超小型チップ

超小型チップネットワーク

組織・団体
個人

企業
ユーザ

コンテンツ市場 電子商取引
コミュニティ ERPCRM

アプリケー
ション

アクチュエータ
Ⅰ－１超小型チップネットワーキング技術

Ⅰ－３ ユビキタスネットワーク制御・管理技術

Ⅰ－２ ユビキタスネットワーク認証・エージェント技術

ユビキタス3グループ連携のイメージユビキタス3グループ連携のイメージ


